
視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   楠 山 栄 子       

 

１  会 派 名  

  会 派 に 属 さ な い 議 員  

 

２  期   日  令 和 ７ 年 １ １ 月 １ １ 日 （ 火 ） ～ 同 １ ３ 日 （ 木 ） ２ 泊 ３ 日 

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

（ １ ）  岩 手 県 遠 野 市  「 公 共 交 通 に つ い て 」  

（ ２ ）  岩 手 県 釜 石 市 「 か ま い し D M C に よ る D M O 活 動 に つ い て 」  

（ ３ ）  岩 手 県 平 泉 町 「 文 化 財 の 官 民 学 連 携 に つ い て 」  

 

４  所 感 等  

1 日 目 ： 岩 手 県 遠 野 市  公 共 交 通 に つ い て  

１  視 察 の 目 的  

遠 野 市 は 、 広 大 な 地 形 の 中 で 、 集 落 が 分 散 し て い る こ と 、 高 齢 化

が 進 ん で い る こ と か ら 、 全 国 で も 移 動 課 題 が 顕 著 な 自 治 体 で あ る 。

人 口 減 少 や 運 転 士 不 足 な ど 、 公 共 交 通 の 維 持 が 困 難 と な り つ つ あ る

中 、 市 営 バ ス ・ デ マ ン ド 交 通 ・ 乗 合 タ ク シ ー 、 住 民 共 助 な ど 様 々 な 交

通 の 試 み を 行 っ て い る 。 こ れ か ら デ マ ン ド 、 グ リ ー ン ス ロ ー モ ビ リ テ

ィ を 開 始 す る 流 山 の 参 考 に し た い 。  

 

２  主 な ヒ ア リ ン グ 内 容  

①  公 共 交 通 （ 市 営 バ ス ・ デ マ ン ド 交 通 ・ 釜 石 線 ） の 現 状 と 課 題  

遠 野 市 で は 、  

•  市 営 バ ス ： 高 齢 者 利 用 が 多 い が 、 利 用 者 数 は 年 々 減 少 。 運 転

士 不 足 も 深 刻 。  

•  デ マ ン ド 交 通 ： 交 通 空 白 地 帯 で 一 定 の 成 果 を 上 げ て い る が 、 予

約 体 制 ・ 車 両 確 保 に 課 題 。  

•  J R 釜 石 線 ： 市 民 の 基 幹 交 通 で あ る 一 方 、 利 用 減 に よ り 将 来 の



維 持 が 不 透 明 。  

特 に 「 地 域 交 通 を 単 独 で 維 持 す る の は 困 難 」 と い う 危 機 感 が 共

有 さ れ て い た 。  

 

②  国 ・ 県 の 補 助 制 度 が 適 用 さ れ に く い 要 因  

•  市 の 人 口 規 模 ・ 交 通 需 要 の 少 な さ  

•  広 域 的 な 乗 客 減 に よ る 採 算 改 善 効 果 が 限 定 的  

•  既 存 制 度 が 都 市 部 モ デ ル で 、 山 間 部 ・ 広 域 分 散 型 都 市 に 合 致

し な い な ど が 理 由 と し て 挙 げ ら れ た 。 遠 野 市 と し て は 「 交 通 弱

者 支 援 を 目 的 と し た 柔 軟 な 補 助 制 度 」 へ の 改 善 を 国 ・ 県 に 要 望

し て い る 。  

 

③  市 営 バ ス ・ 民 間 委 託 路 線 の 利 用 状 況  

•  本 数 ： 需 要 減 に 伴 い 縮 減 傾 向  

•  利 用 者 数 ： 減 少 基 調 だ が 高 齢 者 比 率 が 非 常 に 高 い  

•  生 活 路 線 と し て の 「 必 要 性 」 と 、 採 算 性 の 「 両 立 が 困 難 」 と い う

課 題 が 示 さ れ た 。  

 

④  運 転 士 不 足 の 影 響  

•  採 用 困 難 に よ り 便 数 削 減  

•  運 転 士 の 高 齢 化  

•  他 業 種 と の 賃 金 競 争 が 厳 し い  

•  デ マ ン ド 運 行 へ の 転 換 の 一 因 に も な っ て い る と い う 深 刻 な 状 況

で あ る 。  

 

⑤  代 替 交 通 （ デ マ ン ド ・ 乗 合 タ ク シ ー ） の 検 討 状 況  

遠 野 市 は す で に デ マ ン ド 交 通 を 導 入 し て お り 、 今 後 は  

•  小 規 模 集 落 を 中 心 に 拡 大  

•  タ ク シ ー 事 業 者 と の 協 働 運 行  

•  運 行 効 率 化 （ 合 乗 り 率 向 上 ） な ど の 改 善 を 進 め て い る 。  

 

⑥  高 齢 化 ・ 人 口 減 少 に 対 応 し た 「 移 動 の 権 利 保 障 」  

遠 野 市 は 「 移 動 手 段 が な け れ ば 生 活 が 成 り 立 た な い 」 地 域 で あ り 、  



•  公 共 交 通 の 維 持 は 福 祉 政 策 で あ る  

•  採 算 性 よ り も 生 活 保 障 と し て の 役 割 を 重 視 す る  

 

⑦  運 転 士 確 保 に 向 け た 地 元 連 携  

•  地 元 高 校 と の 連 携 は こ れ か ら の 課 題  

•  若 年 層 が 運 転 士 職 を 選 び に く い 現 状  

•  定 年 後 再 雇 用 の 活 用 な ど が 課 題 と し て 挙 げ ら れ た 。  

 

３  総 括 ・ 所 感  

遠 野 市 は 、 過 疎 地 特 有 の 「 移 動 課 題 の 深 刻 さ 」 を 抱 え な が ら 、 限

ら れ た 財 源 の 中 で 交 通 を 維 持 し よ う と 努 力 し て い た 。 特 に 印 象 的 だ

っ た の は 、  

•  デ マ ン ド 交 通 と バ ス の ハ イ ブ リ ッ

ド に よ る 柔 軟 運 行  

•  鉄 道 （ 釜 石 線 ） を 基 幹 に 据 え た

広 域 連 携 の 重 要 性 で あ る 。  

流 山 市 で は 状 況 が 異 な る も の の 、 以

下 が 特 に 参 考 に な っ た 。  

•  交 通 空 白 地 の 埋 め 方 （ デ マ ン ド 、

乗 合 タ ク シ ー 、 住 民 共 助 の 活

用 ）  

•  高 齢 者 の 移 動 権 保 障  

 

交 通 を 地 域 づ く り と 結 び つ け る 視 点 は 共 通 す る テ ー マ で あ り 、 遠

野 市 の 取 組 は 流 山 市 の 公 共 交 通 に 多 く の 示 唆 を 与 え る 視 察 と な

っ た 。  

 

 

 



２ 日 目 ： 岩 手 県 釜 石 市 ・ 株 式 会 社 か ま い し D M C 視 察  

 

１  視 察 の 目 的  

自 治 体 主 導 の 多 く の D M O が 「 稼 げ な い 」 と 苦 戦 し て い る が 、 そ の

中 で 、 わ ず か 3 年 で 市 へ の 出 資 金 を 完 済 し た 釜 石 D M C は 、 ま さ に

D M O の 理 想 形 だ と 考 え る 。  

何 が 、 釜 石 D M C を 理 想 形 に し て い る の か 、 そ れ を 確 認 す る の が

目 的 で あ る 。  

 

２  主 な ヒ ア リ ン グ 内 容  

 

①  わ ず か ３ 年 で 出 資 金 を 返 還 で き た 要 因  

最 大 の 要 因 は 、 「 行 政 の 補 助 金 に 頼 ら な い 自 立 型 経 営 」 を ス ピ ー

ド 感 を も っ て 実 現 し た こ と 。  

•  株 式 会 社 組 織 と し て の 機 動 力 :  一 般 社 団 法 人 形 式 が 多 い 中 、

あ え て 「 株 式 会 社 」 と し て 設 立 。 意 思 決 定 の 迅 速 化 と 利 益 追 求

の 姿 勢 を 明 確 に し た 。  

•  初 期 投 資 の 圧 縮 :  ゼ ロ か ら 施 設 を 作 る の で は な く 、 既 存 の 「 う

の す ま い ・ ト モ ス 」 な ど の 指 定 管 理 業 務 を 引 き 受 け る こ と で 、 初

年 度 か ら 売 上 を 確 保 す る 体 制 を 作 っ た 。  

 

②  事 業 収 益 の 柱 と な っ た 具 体 的 取 組  

収 益 の 柱 は 、 単 な る 観 光 案 内 で は な く 、 「 B t o B （ 法 人 ・ 団 体 向

け ） 」 の 多 角 化 。  

•  指 定 管 理 業 務 :  「 釜 石 祈 り の パ ー ク 」 や 「 ラ グ ビ ー カ フ ェ 」 な ど

の 施 設 運 営 に よ る 安 定 し た 収 益 。  

•  教 育 旅 行 ・ 研 修 事 業 （ 震 災 学 習 ） :  震 災 の 教 訓 を 伝 え る 「 防 災

学 習 」 を パ ッ ケ ー ジ 化 し 、 修 学 旅 行 や 企 業 研 修 と し て 販 売 。 こ

れ が 付 加 価 値 を 生 ん だ 。  

•  ふ る さ と 納 税 の 運 営 代 行 :  商 品 開 発 か ら 配 送 管 理 ま で を 一 貫

し て 引 き 受 け 、 手 数 料 収 入 を 得 る モ デ ル を 確 立 。  

 

③  地 域 貢 献 と 利 益 確 保 を 両 立 す る マ ネ ジ メ ン ト  



同 社 が 最 も 重 視 し て い る の は 、 「 三 方 よ し の 経 済 循 環 」 の デ ザ イ ン 。  

•  デ ー タ 駆 動 型 マ ネ ジ メ ン ト :  勘 に 頼 ら ず 、 宿 泊 者 数 や 消 費 単 価

を 定 量 的 に 分 析 。 地 域 に お 金 が 落 ち る 仕 組 み （ 地 域 内 循 環 ） を

数 値 で 管 理 。  

•  ハ ブ 機 能 の 徹 底 :  自 社 だ け が 儲 か る の で は な く 、 地 元 の 宿 泊

業 者 や 飲 食 店 に 送 客 ・ 発 注 す る こ と で 、 「 D M C が 動 け ば 地 域

が 潤 う 」 と い う 信 頼 関 係 を 構 築 し て い る 。  

 

④  「 マ ネ タ イ ズ 」 を 意 識 し た 事 業 展 開 の 具 体 例  

「 観 光 ＝ 無 料 の 案 内 」 と い う 概 念 を 捨 て 、 あ ら ゆ る 接 点 を ビ ジ ネ ス

化 。  

•  着 地 型 観 光 商 品 の 直 販 :  ラ グ ビ ー ワ ー ル ド カ ッ プ の レ ガ シ ー を

活 用 し た ツ ア ー や 、 自 然 体 験 プ ロ グ ラ ム を 自 社 で 造 成 し 、 手 数

料 を 中 抜 き せ ず に 収 益 化 。  

•  特 産 品 の 販 路 開 拓 :  地 域 の 生 産 者 と 共 同 で ブ ラ ン ド 商 品 （ 例 ：

地 酒 や 加 工 品 ） を 開 発 し 、 E C サ イ ト や 首 都 圏 の ア ン テ ナ シ ョ ッ

プ で 販 売 す る 商 社 機 能 を 保 有 。  

 

⑤  次 に 挑 戦 し た い 分 野 （ 「 稼 ぐ 力 」 の 向 上 ）  

•  ア ド ベ ン チ ャ ー ト ラ ベ ル （ A T ） ： 釜 石 の 自 然 （ 海 ・ 山 ） を 活 か し た 、

欧 米 富 裕 層 向 け の 長 期 滞 在 型 ア ク テ ィ ビ テ ィ の 拡 充 。  

•  デ ジ タ ル マ ー ケ テ ィ ン グ の 深 化 ： 顧 客 デ ー タ を 活 用 し 、 リ ピ ー タ

ー 獲 得 の た め の C R M （ 顧 客 関 係 管 理 ） を 強 化 す る こ と で 、 集

客 コ ス ト を 抑 え つ つ L T V （ 顧 客 生 涯 価 値 ） を 高 め る 。  

 

⑥  参 考 に し た D M O と 意 識 し た 点  

 釜 石 D M C は 、 先 行 事 例 を 参 考 に し つ つ 、 そ の 「 弱 点 」 を 反 面 教 師

に し て い る 。  

•  参 考 に し た 点 ： せ と う ち D M O （ 広 島 県 等 ） の よ う な 「 金 融 ・ マ ー

ケ テ ィ ン グ の プ ロ 意 識 」 や 、 阿 智 村 （ 長 野 県 ） の 「 資 源 の 尖 ら せ

方 」  

•  特 に 意 識 し た 点 ： 「 自 立 」 。 多 く の D M O が 補 助 金 が 切 れ た 途

端 に 活 動 停 止 す る す る 姿 を 見 て 、 「 設 立 当 初 か ら 市 役 所 の 出 向



者 に 頼 り す ぎ ず 、 自 社 で 稼 ぐ プ ロ を 育 て る 」 と い う 組 織 文 化 の

構 築 を 最 優 先  

 

３  総 括 ・ 所 感  

か ま い し D M C の 特 徴 は 、 行 政 依 存 か ら 脱 却 し た 自 立 型 モ デ ル で

あ り 、 地 域 の 価 値 を 「 ビ ジ ネ ス 」 と し て 成 立 さ せ る 視 点 が 徹 底 し て い

る 点 で あ る 。 釜 石 が 力 を 入 れ て い る 教 育 ・ 学 習 分 野 や 地 域 資 源 の 発

信 を 「 企 業 研 修 」 「 市 外 需 要 」 に 変 換 す る 視 点 は 有 効 と 感 じ る 。  

流 山 市 に お い て も 、 交 流 人 口 拡 大 や 地 域 資 源 の 活 用 を 進 め る 際

に は 、 単 な る イ ベ ン ト に 留 ま ら ず 、 持 続 可 能 な 収 益 モ デ ル を 伴 う 仕 組

み づ く り が 不 可 欠 と 感 じ た 。  

 



3 日 目 ： 岩 手 県 平 泉 町  文 化 財 に お け る 官 民 学 連 携 に つ い て  

１  視 察 の 目 的  

世 界 遺 産 「 平 泉 の 文 化 遺 産 」 を 有 す る 平 泉 町 で は 、 文 化 財 保 護 と

観 光 振 興 を 両 立 さ せ る た め 、 行 政 ・ 民 間 ・ 学 術 機 関 が 連 携 し た 取 り

組 み を 進 め て い る と 聞 い た 。 流 山 市 の 文 化 財 活 用 に こ の 行 政 ・ 民

間 ・ 学 術 機 関 と の 連 携 を 参 考 に し た い と 考 え た 。  

 

２  主 な ヒ ア リ ン グ 内 容  

①  行 政 が 「 学 」 と 連 携 す る 目 的 と 枠 組 み  

平 泉 町 は 、 岩 手 大 学 平 泉 文 化 研 究 セ ン タ ー 等 と 連 携 し 、  

•  世 界 遺 産 の 価 値 を 学 術 的 に 検 証 し 、 保 存 管 理 に 反 映 す る こ と  

•  最 新 研 究 を 踏 ま え た 文 化 財 の 活 用 （ 展 示 ・ 発 信 ・ 教 育 ） を 行 う こ

と  

•  地 域 住 民 の 理 解 促 進 と 次 世 代 教 育 に 資 す る こ と  

を 目 的 と し て い る 。 平 泉 文 化 共 同 研 究 者 制 度 は 、 外 部 研 究 者 を 公 的

に 受 け 入 れ る 仕 組 み と し て 設 け ら れ 、 行 政 と 学 術 研 究 の 橋 渡 し の 役

割 を 果 た し て い る 。  

 

②  最 新 研 究 成 果 を 住 民 ・ 観 光 客 に 伝 え る 取 り 組 み  

平 泉 文 化 を 伝 え る 施 設 は ２ つ あ る 。 平 泉 文 化 遺 産 セ ン タ ー と 平 泉

世 界 遺 産 ガ イ ダ ン ス セ ン タ ー 。 ど ち ら も 、 す ば ら し い 環 境 だ っ た 。  

平 泉 世 界 遺 産 ガ イ ダ ン ス セ ン タ ー が 新 し く 、  

•  わ か り や す い 年 表 ・ C G ・ 模 型 に よ る 展 示  

•  学 術 成 果 を か み 砕 い た 解 説 パ ネ ル  

•  子 ど も 向 け ワ ー ク シ ョ ッ プ  

•  研 究 者 に よ る 講 演 会 、 公 開 シ ン ポ ジ ウ ム  

•  多 言 語 ガ イ ド 資 料  

な ど を 展 開 し 、 研 究 成 果 を 地 域 と 観 光 客 の 双 方 に 還 元 し て い る 。 専

門 性 と 平 易 さ の バ ラ ン ス を 重 視 し て い る こ と が 印 象 的 。  

 

③  観 光 振 興 に お け る 官 民 の 役 割 分 担  

平 泉 町 は 、 世 界 遺 産 の 保 護 ・ 管 理 ・ 基 盤 整 備 を 担 当 し 、  

•  観 光 協 会 ： 観 光 案 内 、 人 材 育 成 、 情 報 発 信  



•  商 工 会 ： 地 元 事 業 者 と の 調 整 、 商 店 街 活 性 化  

•  金 融 機 関 ： 観 光 遺 産 産 業 化 フ ァ ン ド 等 を 通 じ た 事 業 支 援  

•  民 間 事 業 者 ： ツ ア ー 造 成 、 滞 在 プ ロ グ ラ ム 、 土 産 開 発  

と 役 割 分 担 さ れ て い る 。 官 が 基 盤 を 整 え 、 民 が 創 意 工 夫 で 価 値 を 広

げ る 構 造 が 確 立 し て い る 。  

 

④  民 間 事 業 者 の ア イ デ ア 活 用 の 成 功 例  

世 界 遺 産 登 録 後 、  

•  地 域 資 源 を 活 か し た 体 験 型 ツ ア ー （ 僧 堂 体 験 ・ 歴 史 ガ イ ド ツ ア

ー ）  

•  地 元 産 品 を 活 用 し た 商 品 開 発 や カ フ ェ 出 店  

•  民 間 ガ イ ド 団 体 に よ る 語 り 部 ツ ア ー  

な ど 、 民 間 の ア イ デ ア が 観 光 振 興 に 寄 与 し て い る 。 行 政 は 「 民 間 の

自 主 性 を 阻 害 し な い こ と 」 を 重 視 し て い る 点 が 特 徴 で あ る 。  

 

⑤  住 民 ・ N P O 等 の 「 民 」 が 関 わ る 取 り 組 み  

世 界 遺 産 の 保 全 と 活 用 に は 、 市 民 ボ ラ ン テ ィ ア や N P O が 積 極 的

に 関 わ っ て お り 、  

•  語 り 部 ガ イ ド  

•  遺 跡 ・ 周 辺 環 境 の 清 掃 活 動  

•  観 光 案 内 ボ ラ ン テ ィ ア  

•  文 化 財 を テ ー マ に し た 市 民 講 座  

な ど が 行 わ れ て い る 。 住 民 参 加 は 、 世 界 遺 産 の 価 値 を 共 有 し 、 次 世

代 に 継 承 す る た め の 基 盤 と な っ て い る 。  

 

３  総 括 ・ 所 感  

「 研 究 成 果 を 住 民 ・ 観 光 客 に 伝 え る 取 り 組 み 」 で も 、 書 い た が 、 平

泉 に は 、 平 泉 文 化 を 伝 え る 資 料 館 ・ 施 設 は ２ つ あ る 。 平 泉 文 化 遺 産

セ ン タ ー と 平 泉 世 界 遺 産 ガ イ ダ ン ス セ ン タ ー で あ る 。 ど ち ら も 立 派 な

施 設 で 、 住 民 ・ 観 光 客 に は ど ち ら も 視 覚 的 に 訴 え 、 わ か り や す く 、 伝

え る 施 設 で あ る 。 不 思 議 な の は ど う し て ２ つ の 施 設 が あ る の か 、 一

つ に し た ほ う が 効 率 的 で は な い か と い う 点 で あ る 。  

視 察 で わ か っ た 事 は 、 世 界 遺 産 申 請 は ２ 回 行 わ れ た こ と 、 平 泉 文



化 は 地 域 が 広 域 に わ た る こ と 、 各 地 域 が 連 携 し 、 承 認 に 向 け 一 枚 岩

で 尽 力 し た が 、 １ 回 目 は 承 認 さ れ ず 、 ２ 回 目 は 承 認 さ れ た も の の 、 一

部 承 認 さ れ な い 地 域 が 出 て き た こ と で あ る 。  

そ こ で 、 共 に 、 承 認 さ れ な い 地 域 で も 、 今 後 と も 、 平 泉 文 化 を 伝 え

て い け る よ う 、 別 途 に 施 設 を つ く り 、 平 泉 文 化 の 継 承 を 担 っ て い く こ

と に な っ た 。 広 域 に ま た が る 遺 産 申 請 は 難 し い こ と も 知 っ た 。  

 

平 泉 町 の 官 民 学 連 携 は 、 「 世 界 遺

産 と い う 共 有 財 産 を 守 り な が ら 、 地 域

の 誇 り と 経 済 価 値 に つ な げ る 」 と い う

目 的 が あ る 。 特 に 、 地 域 が 団 結 し て 、

壁 が 生 じ よ う と も 、 共 に 、 文 化 財 を 守

り 、 伝 え て い く 姿 勢 を 拝 見 し た 。 住 民

参 加 に よ る 世 界 遺 産 の 価 値 の 社 会 化

は 、 文 化 資 源 活 用 を 考 え る 自 治 体 に

と っ て と て も 勉 強 に な っ た 。  

流 山 市 が 文 化 遺 産 や 地 域 資 源 を 活

か し た ま ち づ く り を 行 う 際 、 「 行 政 だ

け で は 価 値 を 最 大 化 で き な い 」 「 学 術 ・ 民 間 ・ 住 民 と の 連 携 が 不 可

欠 」 「 住 民 の 一 致 団 結 が 必 要 」 と い う 視 点 は 非 常 に 参 考 と な る も の で

あ り 、 本 視 察 は 大 変 有 意 義 で あ っ た 。  

 


